
浸 出 水 処 理 施 設 水 質 監 視 結 果

【６月監視結果】

原 水 膜 ろ 過 水 放 流 水

最 高 最 低 平 均 最 高 最 低 平 均 最 高 最 低 平 均

7.50 5.92 7.08 7.58 7.20 7.30ｐＨ

ＳＳ(㎎ ) 未満 未満/L 1.05 1 1

ＣＯＤ(㎎ )/L

ＥＣ( ㎝)mS/

注１ 原水及び膜ろ過水への測定機器は未設置 （膜ろ過水のｐＨ以外）

注２ 放流水のＣＯＤ及びＥＣは機器不具合のため欠測

【７月監視結果】

原 水 膜 ろ 過 水 放 流 水

最 高 最 低 平 均 最 高 最 低 平 均 最 高 最 低 平 均

7.96 7.58 7.77 7.00 6.90 6.95 7.25 7.01 7.13ｐＨ

ＳＳ(㎎ ) 未満 未満 未満/L 20.01 9.80 14.39 1 1 1

/L 2.14 0.95 1.65ＣＯＤ(㎎ )

mS/ 3.40 2.16 2.58 1.63 1.31 1.52ＥＣ( ㎝)

注１ 原水のｐＨとＥＣは２１日から、ＳＳは２６日から測定開始

注２ 膜ろ過水への測定機器（ＳＳ計、ＣＯＤ計）は未設置

注３ 放流水のＣＯＤは２６日から、ＥＣは２１日から測定開始

【８月監視結果】

原 水 膜 ろ 過 水 放 流 水

最 高 最 低 平 均 最 高 最 低 平 均 最 高 最 低 平 均

8.08 7.39 7.72 7.01 6.91 6.97 7.40 7.05 7.21ｐＨ

ＳＳ(㎎ ) 未満 未満 未満 未満 未満 未満/L 12.66 4.33 8.64 1 1 1 1 1 1

/L 26.24 17.17 19.11 18.62 2.55 5.30ＣＯＤ(㎎ )

mS/ 4.28 1.67 2.89 2.28 1.63 2.10ＥＣ( ㎝)

注１ 膜ろ過水のＳＳ及びＣＯＤは８月４日から測定開始

※ 原水のｐＨとＥＣは、八戸工業大学設置機器による測定

※ ＳＳは、濁度計による測定値を換算して算出

※ ＣＯＤは、ＵＶ値を換算して算出

資料２－１



項目 単位

カドミウム mg/ℓ < 0.01 < 0.01 0.1 以下

シアン mg/ℓ < 0.1 < 0.1 1 以下

有機燐 mg/ℓ < 0.1 < 0.1 1 以下

鉛 mg/ℓ < 0.01 < 0.01 0.1 以下

六価クロム mg/ℓ < 0.05 < 0.05 0.5 以下

砒素 mg/ℓ < 0.01 < 0.01 0.1 以下

総水銀 mg/ℓ < 0.0005 < 0.0005 0.005 以下

アルキル水銀 mg/ℓ

ポリ塩化ビフェニル(PCB） mg/ℓ < 0.0005 < 0.0005 0.003 以下

トリクロロエチレン mg/ℓ < 0.03 < 0.03 0.3 以下

テトラクロロエチレン mg/ℓ < 0.01 < 0.01 0.1 以下

ジクロロメタン mg/ℓ < 0.02 < 0.02 0.2 以下

四塩化炭素 mg/ℓ < 0.002 < 0.002 0.02 以下

1,2-ジクロロエタン mg/ℓ 0.010 < 0.004 0.04 以下

1,1-ジクロロエチレン mg/ℓ < 0.02 < 0.02 0.2 以下

シス-1,2-ジクロロエチレン mg/ℓ < 0.04 < 0.04 0.4 以下

1,1,1-トリクロロエタン mg/ℓ < 0.3 < 0.3 3 以下

1,1,2-トリクロロエタン mg/ℓ < 0.006 < 0.006 0.06 以下

1,3-ジクロロプロペン mg/ℓ < 0.002 < 0.002 0.02 以下

チウラム mg/ℓ < 0.006 < 0.006 0.06 以下

シマジン mg/ℓ < 0.003 < 0.003 0.03 以下

チオベンカルブ mg/ℓ < 0.02 < 0.02 0.2 以下

ベンゼン mg/ℓ < 0.01 < 0.01 0.1 以下

セレン mg/ℓ < 0.01 < 0.01 0.1 以下

ほう素 mg/ℓ 1.0 0.82 10 以下

ふっ素 mg/ℓ 0.5 0.5 8 以下

ｱﾝﾓﾆｱ、ｱﾝﾓﾆｳﾑ化合物 mg/ℓ 21 < 0.1

亜硝酸化合物 mg/ℓ 1.6 < 0.1

硝酸化合物 mg/ℓ 3.5 1.4

ｐＨ － 7.9 7.5

ＢＯＤ mg/ℓ 59 < 0.5 60 以下

ＣＯＤ mg/ℓ 57 5.3 90 以下

ＳＳ mg/ℓ 22 < 1 10 以下

ﾉﾙﾏﾙﾍｷｻﾝ抽出物質（鉱油） mg/ℓ < 0.5 < 0.5 5 以下

ﾉﾙﾏﾙﾍｷｻﾝ抽出物質（動植物油） mg/ℓ < 0.5 < 0.5 30 以下

フェノール類 mg/ℓ < 0.5 < 0.5 5 以下

銅 mg/ℓ < 0.02 < 0.02 3 以下

亜鉛 mg/ℓ 0.02 < 0.01 5 以下

溶解性鉄 mg/ℓ 0.05 < 0.02 10 以下

溶解性マンガン mg/ℓ 0.03 < 0.01 10 以下

クロム mg/ℓ < 0.02 < 0.02 2 以下

大腸菌群数 個/cm3 260 0 3000 以下

窒素 mg/ℓ 35 2.0 120 以下

燐 mg/ℓ 1.4 0.14 16 以下

ダイオキシン類 pg-TEQ/ℓ 3.3 0.00010 1 以下

カルシウム mg/ℓ 76 58 100 以下

不検出 不検出

6.0～8.0

（参考）
計画処理水質

浸出水処理施設水質検査結果
採水年月日：平成１７年８月３日

原水 放流水

不検出

100 以下
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膜ろ過の仕組み

浸出水を受け入れ、散気攪拌
により腐敗防止と水質・水量
の均一化を図ります

カルシウム、重金属類、
SSをアルカリ性凝集沈
殿処理で除去します

有機物（BOD、COD）、窒素
（T-N）を充填材に付着した微生
物の働きにより分解除去します

SS、COD、SS性ダイオキシン類を弱
酸性凝集作用とセラミック膜ろ過の組
み合わせにより分離除去します

残存するCOD、およびダイオキシン類を
紫外線とオゾンを併用した光化学分解に
より分解除去します

残留するCODおよび
色度成分を活性炭によ
り吸着除去し

残留する一般重金属
類をキレート樹脂に
より吸着除去します

大腸菌等の滅菌・
消毒を行い、公共
水域に放流します

各設備から発生する汚泥を脱水
機により脱水し､ケーキとして搬
出します

VOCをばっ気により揮散させ、
活性炭により吸着除去します
ｐHはアルカリ性に保ち、硫化水
素ガスの発生を抑制します

    150ｍ3/日（平均 100ｍ3/日）

原    水 計画処理水質

ｐＨ （ － ） 5.0～9.0 6.0～8.0

BOD （mg/L） 900 60以下

COD （mg/L） 550 90以下

SS （mg/L） 250 10以下

全窒素(T-N) （mg/L） 250 60以下

全リン(T-P) （mg/L） 100 8以下

ダイオキシン類 （pg-TEQ/L） 40 1以下

主    な    水    質    項    目
計  画  水  質施設配置（２F）施設配置（１F）


